


















はじめに 

昨年度は,母乳調査表を利用して,産科的諸因子と乳汁分泌との関連を統計的に分析し,産

褥初期の乳汁分泌量を左右する因子として,母体年齢,経産回数,肥満,妊娠中毒症,妊娠中

の体重増加,帝王切開,乳頭の状態が指摘され,また産褥初期.の乳汁分泌量がその後の母乳

哺育確立に大きな影響を及ぼしていることを明らかにした。当然のことながら,児にとって

は母乳の摂取量以外に母乳の質の良否も重要な問題となってくる。特に産褥早期で乳汁分

泌が確立するまでの母乳の組成は経日的に劇的な変化を遂げるとされているが,その詳細

ならびに児に対する意義に関する知見は乏しい。 

そこで本年度は産褥早期の各物質の経日的変動および日内変動について検索を加え,栄養

源としての母乳を再評価する資料を提供する。 


